














































































































 インフォーマント S について




km に位置するラハターラー地区にあった（図 1 参照）。S の母親は、彼女が 4 歳の頃に三人目の子




側に隣接する居住地区にあり、S の実家からは10 km 圏内にある。夫は自転車の修理販売業をしてい
る。17歳の時に最初の子どもを出産し、その後 6 人を出産したが、三人目の子どもは 3 歳で病死し
た。第 1 子（長男）と第 2 子（長女）は結婚しており、長女はデリーへと嫁いだ。3 番目以降は未婚
であるが、それぞれ高校やカレッジ、専門学校などを卒業して、S と同居しながら勉学を続けたり働
いたりしている。S も結婚後に葉タバコの製造販売をしていたが、その後瓦の焼成場での日雇い労
働を経て、家事使用人の職に就き現在に至っている。N 家の自宅は S の婚家とバナラス・ヒンドゥ
ー大学の中間にある中/上位階層が居住する住宅地にあり、S は N 家のほかにこの住宅地の複数の家
で掃除や食器洗いなどをしてまわり、収入を得ている。次節以降では、筆者が2003年から現在まで














































































ました。」S の弟は 5 年間の初等教育を受けたという。「弟は小学校 5 年生まで勉強しましたがやめて
しまいました。お父さんが怒鳴ったり叩いたりして学校に行かせようとしましたが、弟は行こうとし
ませんでした。近所の学校に通っていない男の子たちはよくこういう風に言っていました。遊んでい











































る（Ciotti 20102224）。子どもの教育費を稼ごうとする S の決意の語りには、同じチャマール・
コミュニティ内において教育を受けて社会・経済的上昇を遂げ、線引きのあちら側へと超えていく人
々への羨望と、教育費を払えず、依然としてこちら側にとどまる自分たちへの焦りが垣間見える。
その後、S と S の家族にとって決定的となった出来事が、S が家事使用人として働き始めた N 家
の人々との出会いであった。N 家の主人 K とその妻は当時バナラス・ヒンドゥー大学の教員を務め
ており、アメリカの大学で25年間教員を勤めた K の父親と、インドのカレッジでの教員経験をもつ











国内外の多くの NGO との連携で教育プログラムが全国展開された。S は1990年代の終わりに、カナ
















す。S は N 家や仕事先のそのほかの家でも、雇用主の家のソファや椅子、ベッドには座らず、床に
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